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1.　組織の概要

（1） 名称及び代表者

ＴＡＫＡＤＡ環境株式会社

取締役社長　竹内　智英

（2） 所在地

<本社> 埼玉県さいたま市見沼区東大宮五丁目30番地12

<中間処理センター> 埼玉県さいたま市北区吉野町2-246

<積替え保管施設 1 > 埼玉県さいたま市見沼区卸町1-46

<積替え保管施設 2 > 神奈川県横浜市鶴見区安善町2-5-4　プロロジパーク横浜鶴見Ｃ棟

（3） 設立

（4） 役員等の氏名

取締役社長 竹内　智英

（5） 資本金

20,000,000円

（6） 事業内容

産業廃棄物の収集運搬業および中間処理業

廃棄物処理・リサイクルに関するコンサルティング業務

（7） 事業の規模

（2023年3月末現在）

売上高 15.2億円 ※前年度実績

名 名 名 名 名

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

受託した産業廃棄物 ※前年度実績

収集運搬量 ｔ

中間処分量 ｔ ｔ

中間処理後の産廃処分 ｔ ｔ

143.48 446.76 3,251.65 2,308.20 1,839.35

本　社 事務所棟 中間処理センター 積替え保管施設１ 積替え保管施設２

3 18 26 3 17

うちリサイクル化量

7,814

9,302

1983年3月31日

従業員数

2

延べ床面積

11,298

うちリサイクル化量 6,642

1,488



（8） 許可内容

【産業廃棄物収集運搬業許可の内容】
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● 〇 ◎ 〇 〇 〇 ● ◎ ▲

● 〇 ◎ 〇 〇 〇 ● ◎ ▲

● 〇 ◎ 〇 〇 〇 ● ◎ ▲

● 〇 ◎ 〇 〇 〇 ● ◎ ▲

● 〇 ◎ 〇 〇 〇 ● ◎ ▲

● 〇 ◎ 〇 〇 〇 ● ◎ ▲

● 〇 ◎ 〇 〇 〇 ● ◎ ▲

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 ● ◎ ▲

● 〇 ◎ 〇 〇 〇 ● ◎ ▲

● ● ▲ 〇 〇 〇 ● ▲ ▲

〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ ▲ 〇

〇 〇 ▲ 〇 〇 〇 〇 ▲ ▲ 〇

〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 ▲ ◎ ▲ 〇

● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ◎ ▲ ▲

● 〇 ◎ 〇 〇 〇 ● ◎ ▲

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

● 〇 ◎ 〇 〇 〇 ● ◎ ▲

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
※ ● 表示は水銀使用製品産業廃棄物を含む

※ ▲ 表示は石綿含有産業廃棄物を含む

※ ◎ 表示は水銀使用製品産業廃棄物石綿含有産業廃棄物を含む

※ 宮城県は変更届け申請中

【産業廃棄物処分業許可の内容】

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇

3

令和9年2月26日さいたま市 10120112705 令和4年3月1日

〇
05610112705

令和6年9月29日三重県 02400112705

令和7年2月16日

茨城県

令和2年2月1日 令和7年1月31日

令和元年9月30日

10110112705 令和3年2月1日 令和8年1月31日

横浜市

さいたま市
〇

破砕

圧縮梱包

溶融減容

岩手県

宮城県

福島県

令和3年7月22日

令和8年6月19日

令和8年7月21日

令和3年6月20日

令和5年11月26日

01509112705

00400112705

00707112705

00300112705

00900112705

静岡県

千葉県

長野県 平成30年11月15日2009112705

栃木県

平成30年11月27日

令和3年8月23日

平成30年10月17日

令和元年7月31日

令和元年7月6日

02201112705

令和2年4月15日01200112705

01900112705

00801112705

01000112705

令和7年4月14日

神奈川県

令和5年10月16日

令和6年7月9日

令和8年7月5日

令和5年11月27日

令和5年11月14日

積替保

管有無

令和8年8月22日

令和6年7月5日

令和3年8月23日

平成30年12月26日

山梨県

群馬県

新潟県

令和2年2月28日01402112705

許可番号 許可年月日 許可有効年月日

令和7年1月23日令和2年1月24日13-00-112705

令和6年10月25日令和元年10月30日01101112705

東京都

埼玉県

都道府県

政令指定都市

廃棄物の種類



【一般廃棄物収集運搬業許可の内容】

（9） 産業廃棄物処理施設の概要

<中間処理センター　 許可番号：10120112705>

廃プラスチック類　以上１種類

紙くず　以上１種類

木くず　以上１種類

繊維くず　以上１種類

金属くず　以上１種類

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず　以上１種類

廃プラスチック類(軟質系のものに限る)　以上１種類

紙くず　以上１種類

繊維くず　以上１種類

金属くず　以上１種類

<積替え保管施設 1 > ※許可証内に上限に記載無し

廃プラスチック類（製品が廃棄されたものに限る）、金属くず（製品が廃棄さ

れたものに限る）、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（製品が廃

棄されたものに限る）以上３種類

産業廃棄物の種類 許可年月日

平成24年2月27日

平成24年2月27日

溶融減容施設

126㎡

がれき類　以上１種類

第346号

許可番号

令和3年10月1日

許可年月日

事業ごみ、道路公園等清掃ごみ、一時多量ごみ

特定家庭用機器一般廃棄物

廃棄物の種類

3.00ⅿ（屋内）

378㎥

1.45ⅿ

（8㎥コンテナ2個）

1.45ⅿ

（8㎥コンテナ2個）

平成24年2月27日

産業廃棄物の種類 保管面積 保管高さ等

廃プラスチック類（ベットマット及び製品が廃棄されたものに限る）、金属く

ず（ベットマット及び製品が廃棄されたものに限る）以上２種類
164㎡

22.5㎡

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず　以上１種類 22.5㎡

廃プラスチック類(梱包用緩衝材発泡スチロールに限る)　以上１種

類

4

3.00ⅿ（屋内）

429㎥

無

積替保

管有無

さいたま市

許可区域

2.54ｔ／日（８時間）

3.82ｔ／日（８時間）

0.81ｔ／日（８時間）

3.35ｔ／日（８時間）

2.03ｔ／日（８時間）

38.2ｔ／日（８時間）

58.8ｔ／日（８時間）

64.5ｔ／日（８時間）

50.8ｔ／日（８時間）

圧縮梱包施設

破砕施設

処理能力　(稼働時間)施設の種類

0.40ｔ／日（８時間）

3.55ｔ／日（８時間）

令和5年9月30日

許可有効年月日

金属くず（ベットマット及び製品が廃棄されたものに限る）　以上１種類 39.0㎡
3.00ⅿ（屋内）

117㎥



<積替え保管施設 ２ > 今回追加

（10）産業廃棄物処理フロー

廃プラスチック類（梱包用発泡スチロール）

5

➡
中間処理

溶融減容
➡ 売却

➡

繊維くず

紙くず

廃プラスチック類（軟質系）

7.65㎡
1.50ⅿ

（1㎥ボックスパレット7個）

紙くず　以上１種類 1.35㎡
1.50ⅿ

（1㎥ボックスパレット7個）

廃プラスチック類　以上１種類

中間処理

圧縮梱包

再中間処理

ＲＰＦ
最終処分➡

➡

➡

➡

➡

➡ ➡ 売却

廃プラスチック類（廃畳に限る）、紙くず（廃畳に限る）、木くず（廃畳に限

る）、繊維くず（廃畳に限る）　以上４種類

➡

中間処理

破砕

再中間処理

ＲＰＦ燃料

路盤材

最終処分

➡紙くず

廃プラスチック類

金属くず

保管上限

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず・コン

クリートくず及び陶磁器くず、がれき類　以上７種類
73.33　㎡

繊維くず

ガラス・コンクリートくず及び陶磁器くず

産業廃棄物の種類 保管面積

廃油（製品が廃棄されたものに限る）　以上１種類 9.00㎡
1.30ⅿ

（5～18ℓ　製品缶1,620ℓ）

金属くず　以上１種類 13.5㎡
2.00ⅿ

（12㎥コンテナ1個）

木くず　以上１種類 13.5㎡
2.00ⅿ

（12㎥コンテナ1個）

59.56　㎥

木くず

24.0㎡
1.50ⅿ

（1㎥ボックスパレット24個）

廃プラスチック類（発泡スチロールに限る）　以上１種類 110㎡
2.20ⅿ

（0.7㎥フレキシブルコンテナ220個）

汚泥（製品が廃棄されたものに限る）　以上１種類 9.00㎡
1.30ⅿ

（20ℓ　コンテナ20個）



（11） 使用車両等

① 収集運搬車両 39 台

② 営業車 5 台

③ 重機 5 台

【車　両】

燃料

営業車 5 台

2ｔ箱車 5 台

3ｔ箱車 1 台

4ｔウィング車 15 台

4ｔパッカー車 7 台

4ｔアームロール車 5 台

中型パッカー車 3 台

中型アームロール車 1 台

10tウィング車 1 台

10ｔパッカー車 1 台

【主要設備】

燃料

ユンボ 1 台

フォークリフト（クランプ） 1 台

フォークリフト 1 台

フォークリフト（バケット） 1 台

フォークリフト 1 台 積替え保管施設 1

台数

軽油

車種

軽油

軽油

軽油

6

プロパンガス

軽油

備考

軽油

備考

軽油

ガソリン

プロパンガス

プロパンガス

名称 台数

軽油

軽油

軽油

軽油



2.　組織及び認証・登録範囲

TAKADA環境株式会社　組織図

（2022. 4. 1 現在）

環境管理責任者

エコアクション21事務局

本社 事業部

中間処理センター 積替え保管施設１ 積替え保管施設２

環境部 企画開発部経営推進部営業・委託グループ

7

TAKADA環境株式会社

取締役社長　竹内 智英



【役割・責任・権限】

◆ 環境経営全般の費用に関する統括責任

◆ 環境方針を策定し、従業員に周知する

◆ 環境管理責任者を任命する

◆ 実施及び管理に必要な人、設備、時間を用意する

◆ エコアクション21の全体評価と見直しを実施する

◆ 環境管理システムの評価及び対策を行う

◆ 環境活動の取組結果を取締役社長に報告する

◆ 環境法令遵守の責任を持つ

◆ エコアクション21(文章類環境方針を除く）の承認を行う

◆ 環境管理責任者の補佐

◆ 環境管理システムの構築、文書化、実施運営を行う

◆ 環境への負荷の自己チェックを評価する

◆ 環境への取組の自己チェックを評価する

◆ 環境活動レポートの作成

◆ 環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

◆ 自主的・積極的な環境活動への参加

◆ 関連する法規制等を遵守する

◆ 教育訓練計画と実施

◆ 防火訓練

◆ 排出事業者及び近隣からの苦情受付

◆ 是正処置及び予防処置

◆ 環境負荷データの集計

◆ 活動計画管理表の集計

エコアクション21事務局

職　　名 役割・責任・権限

全従業員

取締役社長

環境管理責任者

8



3.　環境経営方針

　　　び環境負荷の低減に向けて、積極的に施策を推進し、日々業務に取り組む。

<基本方針>

　① 廃棄物の削減、資源回収の推進及びリサイクルの徹底

　② 地域社会への貢献

　③ 二酸化炭素の排出削減（特に燃料使用量及び電気の効率化）

　④ 事務用品のグリーン購入の推進

　⑤ 環境関連法規制等の遵守

　⑥ 従業員への周知および教育等を行うことによる環境保全に対する意識の向上

　　　　地球温暖化を始めとする環境問題が深刻さを増すばかり、それらの対応は人類共通の重要課題とな

　　　<基本理念>

２.　当社の事業に関する、法的要求事項並びに当社が同意するその他の事項を遵守する。

３.　事業を通じて一人ひとりが知恵を出し合い、下記事項に取り組む。

ＴＡＫＡＤＡ環境株式会社

   取締役社長　　竹内 智英

9

2021年4月1日

　　　っている。私たちＴＡＫＡＤＡ環境株式会社は、リサイクル事業及び廃棄物処理事業の推進を行うこ

　　　とにより、大切な地球環境を守り、環境にやさしい持続可能な循環型社会の形成を実現することが、

１.　エコアクション21マネジメントシステムを運用し、継続的な環境保全活動の改善に努める。

　　 環境経営方針は、全従業員に周知徹底し、かつ、一般の方に公表します。

４.　環境への取組を環境経営レポートとして取りまとめます。

　　　総合リサイクル業としての社会的使命であると認識し、そのため、全従業員が一体となり環境保全及



4.　中期環境経営目標

2021年度基準より、2024年度までの中長期目標を決定する。

購入電力

（ｋWh）

※電力量の二酸化炭素の排出係数は、東京電力の2019年度の調整後の排出係数　0.441kg-CO2/kWhを使用。

※一般廃棄物は可燃ゴミ（廃プラスチック含む）。

569

各年度環境経営目標

資源化の為の

提案件数

36,507

15,361

42% 43%

11,046

36,134

15,511

20 25

10

41%

環境への配慮
リサイクル率の

向上

216,872 214,703

3,902 3,863

項　目
2023年度

210,366

一般廃棄物

エネルギー

使用量

212,535

3,823

合計

化石

燃料

（L）

7,222

10,933

ガソ

リン

軽油

2020年度

基　準

30

上下水道

3,784

7,148

40%

2022年度2021年度

産業廃棄物

受託

₋

7,369 7,296

11,271 11,158

587 581

37,252 36,879

15,060 15,210

575
水使用量

（㎥）

廃棄物関連

（ｔ）



※電力量の二酸化炭素の排出係数は、東京電力の2022年度の調整後の排出係数　0.376kg-CO2/kWhを使用

※　〇：達成　　△：～10％未達成　　×：10％以上未達成

※温室効果ガスの発生量： 700,024.23kg-co2

〇 今後も継続していく。

42% 84% 〇 今後も継続していく。

15,361 9,302 ×
年間目標達成に向けて

取り組んでいく。

△

エネルギー使用量

203,804

今後も継続していく。

〇212,535

△

〇

評　価

今後も継続年間での削減

に向けて取り組んでい

く。

環境への配慮

資源化の為の

提案件数
25 26 〇 今後も継続していく。

225,756 238,544

2,433

今後も継続していく。

3,823

2022年度目標 

〇

5.　環境経営目標の実績

今後も継続していく。上下水道
水使用量

（㎥）

7

229,580 240,976

リサイクル率の

向上

軽油

一般廃棄物

産業廃棄物

受託

廃棄物関連

（t）

37

769 688

化石

燃料

（L）

項　目 判定2022年度実績値

2022年度目標値と実績の比較

購入電力

（ｋWh）

合計

ガソリン

今後も継続年間での削減

に向けて取り組んでい

く。

11



・リサイクル率の向上

継続する

意識向上に取り組んでい

るがまだまだである
上水使用量の削減

12

・新たなリサイクル処理先の

　提案（リサイクル先の調査）

廃棄物排出量

6.　2022年度　環境活動計画の評価と次年度の取組内容

・掲示の貼り付けによる社員

　への節水の意識づけ

廃棄物の削減に向けて取

り組んでいく
継続する

意識向上に取り組んでい

るがまだ工夫の余地があ

る

継続する
環境を配慮した

提案活動

・分別の徹底 〇

〇

〇

〇

〇

意識向上に取り組んでい

るがまだまだである

〇

・空調温度の適正化

電力使用量の削減

・コピーの必要性の検討

・昼休憩中、使用しない電気

　機器の電源OFF

〇

〇

〇

・コピー用紙使用量の削減

〇

〇

判定結果【〇良好　△まあまあ　×不良】

・再資源化の向上

〇

〇

　(夏季：26℃　冬季節：23℃）

・ミスコピーの防止

・急発進、急ブレーキの禁止
車両燃費の向上

（全社）

判定結果

事故防止につながるので

徹底している
継続する

継続する

継続的に周知を徹底し、

意識的に取り組んだ結

果、電気使用量を削減で

きた

・車内エアコンの温度管理

・法定速度の遵守

継続する

次年度の取組内容

次年度の評価理由
項目

・工場内設備及び照明、冷暖

　房機器の節電

・使用していない設備の電源

　OFF

〇

〇



7.　環境関連法規等の遵法状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

※2017年以降、訴訟及び近隣からの苦情はありません。なお、関係当局より違反等の指摘はありません。

条例

第1、２項

1

運転者のヒアリング OK

12
さいたま市生活環境保全 アイドリングストップの推進 32条 運転者のヒアリング OK

13

13
神奈川県県生活環境保全 アイドリングストップの推進 94条

条例

（回収依頼書の発行または委託確認

　書 → 回収破壊証明書）3年間保管

11
埼玉県生活環境保全条例 アイドリングストップの推進 40条 OK

エコドライブの推進 OK
運転者のヒアリング

フロン排出抑制法 簡易点検、記録保管 16条 簡易点検表 OK

フロン工程管理制度 43条 （今年度は廃棄処理該当無し） ₋₋

7

8

9
グリーン購入法 環境物品等の選択・購入義務 5条 コピー用紙（エコマーク品） OK

購入

車検証道路運送車両法

自動車Nox・PM法

OK

（今年度は廃棄処理該当無し） ₋₋パソコンの長期利用、再生部品等の

自動車リサイクル法 73条 （今年度は廃車処理該当無し） ₋₋

資源有効利用促進法

（自動車リサイクル券の購入）

16条 実施 or 該当無し　※要確認 OK

6条 （今年度は廃棄処理該当無し） ₋₋

使用

（今年度は廃棄処理該当無し）

建設リサイクル法 増改築時の届け出

特定家電製品廃棄時の処理費用負担

（家電リサイクル券の購入）

家電リサイクル法

₋₋

14条運搬車両に社名・許可番号等の表示

条項

廃棄物処理法 OK

OK

OK

OK

許可、５年ごとの申請

管理者名、種類・最大量の表示 12条

収集業者と処分業者との個別に契約 12条

車両入れ替え時

許可証（一覧表にて）

各施設の確認

12条3 県知事への報告書

マニフェスト（管理表）

14条

契約書（データ）

提示

6

3

4

５条

小型家電リサイクル法 スマートフォン、電子計算機等の資 7条

5

源リサイクルの適正廃棄処理

6条

12条3

判定

ディーゼル車の排気規制適合車 4条 車検証 OK

OK

OK

OK

仕様適合車 42条

要求事項

2

遵守評価結果

廃車時の処理費用負担

法令名称

10

産業廃棄物の適正保管管理

産業廃棄物の適正な廃棄処理の委託

産業廃棄物管理票交付等状況報告書

適用・遵守事項 確認資料等

　法令確認日　 2022年4月10日

遵守評価日 2022年10月20日

14
横浜市生活環境保全条例 アイドリングストップの推進 138条 運転者のヒアリング OK

15
消防法 指定可燃物の届け出 9条 廃プラスチック類の在庫量 OK

（3t以上）



8.　代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

実施者：

⒈ 全体の確認・評価

2 代表者による環境方針等の変更の必要性ならびに指示事項

外部とのコミュニケーションをとり、
地域環境の保全を図っていくこと。

(1)環境方針

(2)環境目標

(5)全体評価に関して

否

5月28日

数量が㎏となっていたの
でｔ単位に変更済。
次年度は実績値を基に目
標値の見直しを行う。

(5) その他

・法規制等の動向

・システム上の改善提案の取扱い

・法の動向：改正省エネルギー法により省エネの取り組

みが基準値以下の工場にも努力目標として規定された。

・その他、特に無し。

環境目標の省エネ取り組みに法要求の
年1％の削減を盛り込むこと。

項目

2023年6月2日

代表者の評価

未達となってしまった項目（軽油、業
廃棄物受託）について、市場の動向も
含め工夫を行い改善策を見出すこと。

取締役社長　竹内 智英

全項目の目標達成を目指すこと。

変更要否 指示事項等 回答者 回答日 回答内容

(3)環境法規制等に対する遵守状

　況、並びに定期確認結果

遵守評価の結果は問題無し。

詳細は「環境法令等一覧表兼遵守評価結果表」を参照
引き続き法遵守を継続のこと。

否

環境目標の廃棄物関連一般廃棄物の
数量の単位を確認すること。
産業廃棄物の受託量に対しても目標
値の変更を行うこと。

高倉

事　　　項 報告内容（要旨）

(4)実施体制 否 現状の体制を継続すること。 高倉

特に無し。

詳細は「問題点是正／予防処置票」を参照

(1)環境目標の達成状況、並びに

　環境活動計画の実施状況

軽油の使用量が増加してしまったが、回収ルートの見直

しやエコドライブの意識向上により改善していく。

詳細は「目標達成/実施計画書」を参照

産業廃棄物の受託量が目標に対して大きくかけ離れてし

まっている。

要

(4) 前回の指示事項への取組結果

EA21の仕組みは展開できたが、数値面で未達になってし

まった項目があるため、引き続き制度をあげた取り組み

が必要。

(2)外部からの苦情・要望の受付

　及び処置状況
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